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ファンクション＜直線 LINE＞とは
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概略説明
ファンクション＜直線 LINE＞は、水平線・
垂直線や角度付きの直線の他に、様々な直線
を作成する機能です。
長さの決まった有限長の直線以外に、長さを
制限しない無限長の直線や、点と点を結ぶ直線、
円に接する直線など、図面の基本となる直線を
描くことが出来ます。

この項で学習すること
・無限長の直線の作成
・既存要素に接する直線の作成
・有限長の直線の作成
・平行線／直交線の作成
・直角投影点作成
・勾配を持つ直線の作成
・2点、2円間を結ぶ直線の作成
・矩形/多角形の作成



水平の無限長線の作成
Y座標を入力して無限長の水平線を作成します
1.図面「LINE_BA20」を開く
2.＜ウィンドウ＞【1】 [図1]
3.＜直線＞【水平】「⦿無限」
4.Y座標の値として、“15”をキーイン

適当な位置に無限長の水平線を作成します
1.＜直線＞【水平】「⦿無限」
2.適当な位置（＊付近）をIND [図3]
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Y座標=15に無限長の水平線が作成されます。 [図2]

指示した位置に無限長の水平線が作成されます。 [図4]
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[図1]

[図3]

[図4]

＊



既存要素に接した水平の無限長線の作成
既存の要素に接した無限長の水平線を作成します
1.＜直線＞【水平】「⦿無限」
2.L1（上部端点側）をSEL [図5]

3.＜直線＞【水平】「⦿無限」
4.C1（下側）をSEL [図7]
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L1の上側の端点に接した無限長の水平線が作成されます。 [図6]

C1の下側に接した無限長の水平線が作成されます。 [図8]
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水平の有限長線の作成
始点と長さを指定して有限長の水平線を作成します
1.＜ウィンドウ＞【2】 [図9]
2.＜直線＞【水平】「⦿有限」
3.P1をSEL
4.直線の長さとして、“100”をキーイン
5.始点からの方向として、＊付近をIND

既存の要素間に有限長の水平線を作成します
1.＜直線＞【水平】「⦿有限」
2.P2をSEL
3.L1をSEL
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P1を始点とし、指示した方向に長さ100ｍｍの有限長の水平
線が作成されます。 [図10]

[図9]

P2からL1までの水平線が作成されます。 [図11]
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既存要素を始点とする水平の有限長線の作成
既存の要素（始点）と長さを指定して有限長の水平線を作成します
1.＜直線＞【水平】「⦿有限」
2.C1（下側）をSEL [図12]
3.直線の長さとして、“40”をキーイン
4.始点からの方向として、＊付近をIND
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C1の下側を始点とし、指示した方向に長さ40ｍｍの有限長
の水平線が作成されます。 [図13]

[図12]
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既存要素に平行な直線の作成
既存の要素を通り、既存の要素に平行な直線を作成します
1.＜ウィンドウ＞【3】 [図14]
2.＜直線＞【平行】「⦿無限」
3.P1をSEL [図15]
4. L1をSEL
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P1を通り、L1に平行な無限長の直線が作成されます。 [図16]
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既存要素に直交する直線の作成
既存の要素を通り、既存の要素に直交する直線を作成します
1.＜直線＞【直交】「⦿有限」
2.P1をSEL [図17]
3. L1をSEL
4.直線の長さとして、“50”をキーイン
5.P1の左側方向（ ＊付近）をIND
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P1を通り、L1に直交した有限長の長さ50ｍｍの直線が指示
した方向に作成されます。 [図18]

[図17]
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既存要素から勾配を持つ直線の作成
既存の要素を通り、既存の線分から勾配を持つ直線を作成します
1.＜直線＞【角度付】「⦿無限」
2.P2をSEL [図19]
3. L2をSEL
4.相対角度として、“35”をキーイン
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P2を通り、L2に対して35ﾟの相対角度を持つ無限長の直線
が作成されます。 [図20]

[図19]
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既存要素の端点を通り、既存要素に平行（直交）の直線の作成
既存の線分の端点を通り、既存の線分に平行（または直交）な直線を作成します
1.＜直線＞【平行】「⦿無限」
2.L3の右側端点付近をSEL [図21]
3. L2をSEL

4.＜直線＞【直交】「⦿有限」
5.L3の左側端点付近をSEL [図22]
6. L2をSEL
7.L2をSEL
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L3の右側の端点を通り、L2に平行な無限長の直線が作成
されます。[図22]

L3の左側の端点を通り、L2に直交するL2までの有限長の
直線が作成されます。[図23] [図23]
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二点間の直線の作成
２点間の直線を作成します
1.＜ウィンドウ＞【4】 [図24]
2.＜直線＞【点-点】「⦿有限」
3.P1をSEL
4.P2をSEL

既存の点を利用した直線を作成します
1.＜直線＞【点-点】「⦿有限」
2.Y/N（連続モード）
3.P3からP8を順次SEL

4.【点-点】
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P1とP2の間に有限長の直線が作成されます。 [図25]

指定した点を結ぶ直線が作成されます。 [図26]

[図25]
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二点間の直線の作成（円の接線）
円と円の接線を作成します
1.＜ウィンドウ＞【5】 [図27]
2.＜直線＞【点-点】「⦿有限」
3.C1の上側をSEL
4.C2の上側をSEL

5.C3の上側をSEL
6.C2の下側をSEL
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C1（上側）とC2（上側）に接した直線が作成されます。[図28]

C3（上側）とC2（下側）に接した直線が作成されます。[図29]

[図27]
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矩形の作成 / 指定角度に傾いた矩形の作成
矩形を作成します。
1.図面「 LINE-POLYGON_BA20」を開く [図30]
2.＜直線＞【矩形】
3.適当な対角2点の位置（＊付近）をIND（2カ所）

角度を指定して傾いた矩形を作成します。
1.＜ウィンドウ＞【2】
2.＜直線＞【矩形】
3.矩形の水平要素を傾ける角度として、 “30” をキーイン
4.適当な対角2点の位置（＊付近）をIND（2カ所） [図32]
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任意の矩形要素が作成されます。[図31]

[図30]

指定した角度傾いた任意の矩形要素が作成されます。[図33]
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多角形の作成 － 多角形を作成する際の角度指定について
TIPS：多角形を作成する際の角度について

下の例は、角度を０（ゼロ）にした場合の、三角形、五角形、六角形です。
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MICRO CADAM Helixでは、3時方向の点を円の開始点として認識していますので、多角形の頂点も、3時方向
を０度の点として、そこに最初の頂点が来るように作成されます。
つまり、三角形では-30度振ったところ、五角形では18度振ったところ、六角形では30度振ったところで、
下図の朱色のような作図が可能となります。

[図34]

[図35]



多角形の作成
中心点を指定して多角形を作成します
1.＜ウィンドウ＞【3】 [図36]
2.＜直線＞【多角形】
3.頂点数として、 “3” をキーイン
4.中心点として、P1を選択
5.半径として、”30”をキーイン
6.円の内側（＊付近）をIND [図37]
7.頂点の開始位置（X軸からの角度）として、”-30“をキーイン
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三角形が作成されます。[図38]

[図37]
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